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ふるさと納税の返礼品を
募集しています！

小野小町ふるさと応援寄付金（ふるさと納税）の寄付状況
　「小野小町ふるさと応援寄付金」にご協力いただきましたのでお知らせします。
　令和６年10月から12月までの「小野小町ふるさと応援寄付金」の寄付状況は次の
とおりです。
　寄付にご協力いただいた皆さんにあらためて厚くお礼申し上げます。

　町では、ふるさと納税の返礼品を
募集しています。
　自社製品をふるさと納税の返礼品
にしたいという方はご相談くださ
い。

※複数の使いみちに指定があった場合は、それぞれの使
いみちに割り振っています。

ご寄付
いただき
ました

問企画政策課 　☎72-6939

株式会社福島民報社と連携協力協定を締結

令和 7 年小野町新年交通安全祈願祭
本年の交通安全を祈願

　町と株式会社福島民報社との連携協力協定締結式が昨年12月24日、
議場で行われました。
　式には、福島民報社の芳見弘一社長などが出席しました。
　この協定は、それぞれが有する人材をはじめ、情報知識・物資資源
を有効に活用し、子どもたちが社会に関心をもち、地域の未来を切り
拓く人間として成長できるよう、人材育成の推進を目的として締結し
たものです。
　今回の協定により、小中学校での出前授業や読書感想文講座など、
新聞を活用したさまざまな事業に取り組んでいきます。
　今回の協定の連携事項は次のとおりです。

〈連携事項〉
①新聞を活用した教育の支援
②地域課題等に関する共同調査および研究
③教育研修のための新聞記事情報の活用支援
④その他本協定の目的を達成するために必要な事業

　小野町交通対策協議会および田村地区交通安全協会小野支部主
催による令和７年小野町新年交通安全祈願祭が１月11日、塩竈神
社で行われました。
　祭典では、交通対策協議会長である町長から「新たな年の始まり
にあたり、悲

ひ さ ん

惨な交通事故の根絶のため、交通関係団体の皆さんと
ともに、さまざまな取り組みを行っていきたい」とあいさつがありま
した。
　一人ひとりが交通安全意識を高め、交通ルールの遵守、正しい
交通マナーの実践を習慣付けて交通事故防止に努めましょう。

芳見社長（左）

締結式に出席した皆さん

祈願祭の様子

広報おのまちは

iOS用 android用

で配信中！

今月の表紙 I N D E X
02 INDEX ／小野小町ふるさと応援寄付金の寄付状況
03 百歳賀寿／福島民報社と連携協力協定を締結／

令和７年小野町新年交通安全祈願祭
04 令和７年小野町二十歳の集い
06 ご寄付ありがとうございます
07 令和７年小野町消防出初式／

小野町文化・体育振興基金激励金交付／
人権擁護委員の退任および委嘱

08 小野小通信／小野町児童館 ～建築通信～
09 小野中通信／小野町児童館の愛称決定！！
1 0 おのまち認定こども園通信
1 1 第29回小野町書きぞめ大会／

固定資産評価委員会委員に横田貞子さんを選任（再任）／
小野高通信

12 おのまち地域おこし協力隊活動記
13 軽自動車の譲渡・廃車手続きなどは３月31日までに！
14 自動車は３月31日までに運輸支局へ登録を！／

町税など納期のご案内
15 お知らせ
16 お知らせ／「かわうちの湯」入浴施設利用料の助成
17 公立小野町地方綜合病院からのお知らせ／

小野町地域包括支援センターからのお知らせ
18 小野町社会福祉協議会からのお知らせ
19 夜間診療所当番医・休日当番医／福島県環境アプリ
20 各種健診・教室日程
21 食品放射能測定結果／上水道水質検査結果／

お誕生おめでとう／おくやみ申し上げます／
町の人口・世帯数／ふるさと文化の館情報

22 小野町長選挙・小野町議会議員再選挙のお知らせ

　１月12日に行われた二十
歳の集いでの１コマ。保護
者や久しぶりに再会した友
人と、笑顔で写真を撮る皆
さんの表 情が 印 象 的でし
た。
　新時代を築いていく二十
歳の皆さんのご活躍を期待
してます。

100歳の誕生日おめでとうございます
秋元　チヨさん（飯豊下）

　秋元チヨさん（飯豊下）が昨年12月11日にめで
たく満百歳の誕生日を迎えました。
　百歳賀寿などの伝達は、誕生日当日にご自宅で
行われ、町から賀寿ならびに敬祝金、県から賀寿
ならびに木杯、町議会、町社会福祉協議会からお
花のアレンジメントがそれぞれ贈られました。
　長寿の秘

ひ け つ

訣は「毎日欠かさず新聞を読むこと、
外に出て草むしりをすること」とお話されていま
した。
　いつまでもお幸せに過ごされますよう心からお
祈りします。
　小野町の百歳を超える長寿の方々は、１月末で
13人です。100歳の誕生日を迎えた秋元チヨさん

≪令和６年10月から12月までの寄付状況≫
■寄付の内訳

▽▽子育て環境の向上 2,759,000円
▽▽美しい里山風景を残す 1,453,000円
▽▽読書、新聞に親しむ環境づくり 210,000円
▽▽小野高校の魅力、教育環境向上 171,000円
▽▽発酵のまちづくり 194,000円
▽▽交通弱者の支援 651,000円
▽▽町の事業全般 5,622,000円

合計　11,060,000円
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１_町民憲章を朗読する藤井さん
２_二十歳の証書を受け取る大和田さん
３_二十歳の抱負を述べる先﨑さん
４、5_ 林家彦三さんによる講話・落語
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令和７年

小野町 二
は た ち

十歳の集い二十歳の皆さん、おめでとうございます


